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宇宙から降り注ぐ高エネルギーの荷電粒子「宇

宙線」の生成機構として無衝突衝撃波による加

速が有力視されている。近年のレーザー技術の

発展により、高強度レーザーとプラズマの相互

作用によって無衝突静電衝撃波（Electrostatic 

Collisionless Shock : ECS）の生成とそれによる

イオン加速が可能となった。無衝突静電衝撃波

イオン加速では、衝撃波速度Vsh、上流イオンの

速度をV0とすると、Vsh≫V0の時、衝撃波面の静

電ポテンシャルによって上流イオンが反射す

る。反射イオンの速度は2 Vshとなり、イオンの

準単色なエネルギースペクトルが得られる。
[1-5] 

本研究では、関西光科学研究所のJ-KAREN-P

レーザー（800nm, ∼30fs，∼1022W/cm2）を用い

て行われたECSによるイオン加速実験について

報告を行う。J-KAREN-PレーザーをCH（1–4 

µm）またはC8H7Cl（1-2 µm）薄膜ターゲットに

照射し、実験を行った。(a) プレパルスレベル

を変化させる、または、（b）ドライブレーザ

ーの一部をミラーで取り出し、イオン化レーザ

ーとしてターゲットの裏面に照射することで、

初期プラズマの密度やスケール長を変化させ

た。これらの実験ではターゲットの厚み、プレ

パルスレベル、イオン化レーザーの有無、レー

ザーエネルギー、スポット径、パルス幅などを

変えて実験を行った。計測にはオンライン型ト

ムソンパラボラスペクトロメータ（加速イオ

ン）、X線分光器（プラズマ密度・温度）を使

用した。 
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